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▲居間 ▲食堂より居間を観る。向こうの節子を開けると小庭のモミジが見える。
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1 F 講評

玄関を入ると土間がかぎの手に奥まで続き、それに合わせて奥まで伸

びた上り柩はあたかも縁先のように小庭に面している。この空間がきわ

めて特徴的なこの住まいは、訪れる客をもてなす装置としてユニークで

あると同時に、家人の趣味の陶芸の作品を展示するギャラリーとしても

機能するようにはかられている（楽市空間）。おそらくこの空間が社交ス

ポットとして、また情報交換の場として地域に定着していくものと思われ

ます。住み手の趣味を内にこもらせるのではなく、都市への参加意識ヘ

と昇華させながら、日常の暮らしやすさの追求をうまくマッチさせてい

るところが高く評価されました。
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